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２０２５年５月１８日（日）復活節第５主日 

銀座教会・新島教会 家庭礼拝 

 

礼拝招詞「眠りについている者、起きよ。死者の中から立ち上がれ。 

そうすれば、キリストはあなたを照らされる。」   エフェソ 5:14 

主の祈り                              

 

交読詩編  詩編１１６編１０～１４節 

 

わたしは信じる 

「激しい苦しみに襲われている」と言うときも 

   不安がつのり、人は必ず欺く、と思うときも。 

主はわたしに報いてくださった。 

   わたしはどのように答えようか。 

救いの杯を上げて主の御名を呼び 

   満願の献げ物を主にささげよう 

主の民すべての見守る前で。 

 

使徒信条          

 

讃美歌 ８５番 主の真理（まこと）は荒磯（ありそ）の岩  

 

聖 書 ペトロの手紙一 ３章１３～１７節 

13 もし、善いことに熱心であるなら、だれがあなたがたに害を加えるでしょう。14 しか

し、義のために苦しみを受けるのであれば、幸いです。人々を恐れたり、心を乱したりし

てはいけません。15 心の中でキリストを主とあがめなさい。あなたがたの抱いている希

望について説明を要求する人には、いつでも弁明できるように備えていなさい。16 それ

も、穏やかに、敬意をもって、正しい良心で、弁明するようにしなさい。そうすれば、キ

リストに結ばれたあなたがたの善い生活をののしる者たちは、悪口を言ったことで恥じ入

るようになるのです。17 神の御心によるのであれば、善を行って苦しむ方が、悪を行っ

て苦しむよりはよい。 

 

牧会祈祷 

 天の父なる神さま。復活節の日々を導かれ、新しい主の日を迎えることができたこと

を感謝いたします。私たちが生きる地上の歩みは、不安定な道です。明日への希望を失

ってしまうような危険を予測することもできません。しかし、私たちはすべてを御支配

くださる神を信じて、集まってまいりました。混沌とした地上に光を与える神を仰いで

います。地上の光ではなく、あなたの光によって照らされて、御言葉を聞きつつ歩ませ

てください。 

 私たちは復活の主イエス・キリストと共に歩んでまいります。絶望から希望へ、闇を
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照らす神の光に照らされて生きる希望を新たにお与えください。あなたの愛と憐れみに

よって、支えられ、共に歩めますようにお導きください。 

 伊豆諸島の教会伝道所、姉妹教会の新島教会と共に心を合わせて礼拝を続けられます

ようにお導きください。主イエス・キリストの御名によって祈ります。  アーメン 

 

説 教 

「あなたがたの希望とは何か」        近藤勝彦牧師 

ペトロの手紙一３・13－17 

 

キリスト教信仰で大切なのは、「信仰と希望と愛」と言われます。信仰は「愛」と

密接な関係にあって、主イエス・キリストを信じる人はその十字架の中に神の恵みの

満ち満ちた愛を知り、神を愛する者となり、また他の人々にも愛をもって対する人に

されます。それでは信仰と「希望」の関係はどうでしょうか。これはもう少し明らか

にされる必要があるかも知れません。 

ペトロの手紙一は、信仰と希望の関係に特に注意を向けています。この手紙は、キ

リスト者というのは皆だれでも天に国籍を持ちながら地上の各地に寄留し、仮住まい

しており、今しばらくの間は、試練の中にあることをよく知っています。だからこ

そ、キリスト者というのは世の試練の中で、人々を恐れず、希望をもって生きていく

人だと語っています。手紙の著者とされるペトロは、重大な時に、人々を恐れて、自

分が主イエスと共にいる主の弟子であることを否認し、「イエスを知らない」と何度

も言い、そして、自分の惨めさに激しく泣いた経験を持っています。ですから恐れを

抱くことは、希望を失うことに通じることを知っていました。それで女性たちの信仰

について語ったときにも、「何事も恐れないなら、サラの娘となるのです」（３・

６）と語っています。主イエス・キリストを信じ、キリストによって神を信じるな

ら、何事も恐れず、毅然とした信仰の歩みになります。それが希望と密接に関係して

います。 

ここには、「善いことに熱心であること」また「義のために苦しみをうけるのであ

れば、むしろ幸いなことだ」と語られ、「人々を恐れたり、心を乱したりしてはいけ

ません」と言われます。そして「心の中でキリストを主とあがめなさい」と言い、

「希望」の話になっていきます。「あなたがたの抱いている希望」について説明を求

められたら、いつでも弁明できるように備えていなさいと言うのです。  

それでは、信仰と希望の関係はどう語られているでしょうか。キリスト者の希望

は、ここでは、たとえば何か受験に合格するとか、よい就職先を得るとか、特殊な利

益を得ることのようには記されていません。この手紙で「希望」が語られるのは実は

ここで三度目です。一度目は、手紙の冒頭で、あなたがたキリスト者は、神の憐みと

主イエス・キリストの復活によって、「新たに生まれさせられ」、「生き生きとした

希望を与えられている」（１・３）と言われました。そして続いて「キリストを死者

の中から復活させて栄光をお与えになった神」に「信仰と希望」はかけられている

（1・21）、と語られました。それが二度目。そして今朝の箇所が三度目で、「人々

を恐れたり、心を乱さないように」、「心の中でキリストを主とあがめなさい」と言

われた、それに続いて「希望の説明ができるように備えなさい」と言われます。  

希望の話しになる直前の言葉は、「人々を恐れたり、心を乱したりしてはいけませ

ん。心の中でキリストを主とあがめなさい」です。この言葉は、聖書のどこにでも語
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られているように思われますが、実は、イザヤ書 8 章からの引用です。イザヤ書 8 章

12 節に「彼らが恐れるものを、恐れてはならない。その前におののいてはならない。

万軍の主をのみ、聖なる方とせよ」とあります。ペトロの方の「人々を恐れたり、心

を乱したりしてはいけません。キリストを主とあがめなさい」と読みくらべてみます

と、同じ内容であることが分かります。「恐れてはならない、おののいて、心を乱し

てはならない、主をのみ聖なる方としてあがめなさい」と言うのです。  

預言者イザヤの言葉は、それが語られた具体的な状況も明らかです。それは、アッ

シリアの王センナケリブの軍勢が紀元前 700 年頃、バビロンを滅ぼして、突如、大国

として出現してきた時のことでした。アッシリアはさらにイスラエルの北王朝である

サマリアを滅ぼし、南王朝のユダ、その都がエルサレムですが、そこに攻め込んでき

ました。突然の大国の出現と侵略の恐怖のあまり、ユダだけでなく、色々な小国が同

盟を結び合いました。そういう国際政治の恐怖のなかのことです。アッシリアの軍勢

がエルサレムを囲みました。このときの様子は、列王記下の 19 章に記されていま

す。その時のユダの王はヒゼキアで、彼は宮廷長や書記官、祭司の長老ちに荒布をま

とわせて、預言者イザヤのもとにつかわし、民のために祈ってほしいと願いました。

そのときのイザヤの言葉が、「彼らが恐れるものを、恐れてはならない。その前にお

ののいてはならない。万軍の主をのみ、聖なる方とせよ」でした。そしてエルサレム

を囲んだアッシリア軍は、その夜一夜のうちに 18 万 5 千人を失って、退却したと言

われます。「朝早く起きてみると、彼らは皆死体となっていた」。列王記下 19 章は

そう伝えます。アッシリア軍の中に致命的な感染症が猛威を奮ったのかも知れませ

ん。エルサレムはかろうじて窮地を脱しました。この出来事の中で語られたイザヤの

預言は救いの言葉であったわけです。「たとえ敵軍であれ人間を恐れてはならない。

心を乱してはならない。そうでなく万軍の主のみを聖なる方とせよ」。それゆえ初代

教会が、復活して神の右に座した主イエスを万軍の主なるキリストと信じた時、この

ときの記憶も思い起こし、信仰と希望とは、神にかかっていると語ったわけです。  

そうすると希望とは何でしょうか。それは万軍の主である神が生きておられるとい

うことです。その生ける神が主イエス・キリストにあって働いてくださる。その主な

る神を崇め、聖なる方、まことなる神と信じる。そう信じるときに生きる気力が湧い

てくる、それが希望です。 

それでペトロの手紙は、この世の寄留者であり、仮住まいにいるキリスト者たちが

いま置かれている試練の中で、どう生きたらよいか記したわけです。「善に熱心であ

るように」、「義のために苦しみを受けても、幸いとするように」、そう語って、

「人々を恐れたり、心を乱してはいけない」、「心の中でキリストを主とあがめなさ

い」と言うのです。「キリストを主とあがめる」とき、万軍の主のみを聖なる方とし

ます。それによって希望が湧き、生きる力が湧いてきます。 

イエス・キリストを「主」と「あがめる」とは、十字架に死に復活したイエス・キ

リストが「勝利の主」、「万軍の王」であるとあがめることです。「あがめる」とい

うのは、「聖とする」と同じ言葉です。「万軍の主をのみ、聖なる方とせよ」の「聖

なる方とする」は「あがめる」と訳すことができます。それは主なるキリストが生き

ておられ、今日も神の偉大な御業、聖なる神の救いの働きをなしておられます。復活

のキリストが神の右に座したというのは、主イエスが神の大能を帯びた勝利のお方で

あり、あらゆる支配、権威、勢力、主権の上にあって、死んだ人にも生きている人に

も「主」となられたキリストであるということです。その主を信じ、あがめるので

す。 
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「主とあがめる」と「主を聖とする」とは同じ言葉ですから、主の祈りの最初の祈

りも同じです。「御名があがめられますように」は、元来「御名が聖とされますよう

に」という言葉です。神がまことに神、聖なる神であり、聖なる神が全被造物によっ

てあがめられるようにという祈りです。 

聖なる神は、生ける神であり、偉大な働きを主キリストにあって、今日もなしてお

られます。その神を崇め信じる。それが希望に生かします。神が生きておられ、キリ

ストにあって偉大な業を今日もして下さる。だから人々を恐れず、心を乱さない。イ

エス・キリストを主とあがめて、毅然と信仰の生活を生きる。それが希望の姿です。  

「希望について説明を要求する人には、いつでも弁明できるように備えていなさ

い」とあります。キリスト者は「信仰の証し」をしますが、同時に「希望の証し」も

するわけです。つまり、他の人々と同じ環境、同じ状況に生きて、キリスト者の信仰

が目立つ、同様に希望に生きていることも周囲の人たちに気付かれて、その説明が求

められます。その時答えられるように備えていなさいというわけです。希望について

説明を求められるというのは、他方から言えば、同じ社会、同じ環境に生きて、多く

の人々が人生に見切りをつけ、諦めているということでしょう。その中でキリスト者

たちが希望をもって生きているのが、不思議に思われるときがあると言うのです。な

ぜ絶望しないのか、恐怖に捉えられないのか、人々を恐れないのか。なぜ心配や不安

で心乱れないのか。喜んで生きているのか。なぜ、忍耐できるのか。どうして人生に

臆病でないのか。毅然と生きているのか。なぜ希望をもっているのか。  

それは、「心の中でキリストを主とあがめているから」です。私たちのために十字

架に架かられた愛の主、イエス・キリストが万軍の主なる神として私たちと共に、そ

して私たちのためにいてくださる。そのことを穏やかに、敬意をもって、正しい良心

で弁明しなさいと聖書は言います。「キリストに結ばれたあなたがたの善い生活」を

もって弁明目しなさいとも言われています。そのように心がけたいと思います。  

 

天の父なる神様、「心の中でキリストを主とあがめなさい」との御言葉を聞くこと

ができ感謝します。どんな時にも主イエス・キリストを私たちの主、万軍の神と信

じ、人々を恐れることも、心を乱すこともありませんように導いてください。信仰を

証しするととともに、主にあって希望に生きることができますように。「キリストに

結ばれた善い生活」を生きて、神様の御栄をあらわさせてください。特に今、試練の

中に置かれている信仰の兄弟姉妹のうえに、神様の憐みと慰めが豊かにありますよう

に。主イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。 

  

 

讃美歌 ２８０番 わが身ののぞみは ただ主にかかれり   

献   金       

頌 栄   ５４４番 

 

祝 祷  安心して行きなさい。 

      主イエス・キリストの恵み、神の愛、聖霊の交わりが、 

         あなたがた一同と共にあるように。    アーメン 


